
２．2022（令和４）年の大阪市の自殺の現況 

（１）－１．年齢別・男女別自殺者数（厚生労働省「地域における自殺の基礎資料」）・全国 

 

令和４年の全国の自殺者数 21,723人（男性 14,622人（67％）、女性 7,101人（33％））を年齢別にみる

と、50歳代が最も多く 4,059人（19％）、次いで 40歳代 3,632人（17％）、70歳代 2,983人（14％）とな

っている。 

男性では 50 歳代、40 歳代、70 歳代の順に多く、女性では 50 歳代、70 歳代、40 歳代の順に多くなっ

ている。 

 

 

  

(人) 



（１）－２．年齢別・男女別自殺者数（厚生労働省「地域における自殺の基礎資料」）・大阪市 

 

令和４年の本市の自殺者数 561人（男性 377人（67％）、女性 184人（33％））を年齢別にみると、50

歳代が最も多く 107人（19％）、次いで 70歳代 84人（15％）、30歳代 79人（14％）となっている。 

男性では 50歳代、70歳代、40歳代の順に多く、女性では 30歳代、50歳代、20歳代の順に多くなっ

ている。 

 

 

  

(人) 



 

（２）－１．原因別・男女別自殺者数（厚生労働省「地域における自殺の基礎資料」）・全国 

（遺書等の自殺を裏付ける資料により明らかに推定できる原因・動機を、自殺者一人につき 3つまで計上可

能としている。） 

自殺の原因・動機としては、「健康問題」が 12,703人（58％）と最も多く、次いで「家庭問題」

4,743人（22％）、「経済・生活問題」4,656人（21％）となっている。 

男女別でみると、男女とも「健康問題」が最も多く、次に男性は「経済・生活問題」が多いのに対

し、女性は「家庭問題」が多くなっている。 

 
  

(人) 



（２）－２．原因別・男女別自殺者数（厚生労働省「地域における自殺の基礎資料」）・大阪市 

（遺書等の自殺を裏付ける資料により明らかに推定できる原因・動機を、自殺者一人につき 3つまで計上可

能としている。） 

自殺の原因・動機としては、「健康問題」が 422人（75％）と最も多く、次いで「経済・生活問題」

161人（29％）、「家庭問題」138人（25％）となっている。 

男女別でみると、男女とも「健康問題」が最も多く、次に男性は「経済・生活問題」が多いのに対

し、女性は「家庭問題」が多くなっている。 

 

 

(人) 



（３）－１．職業別・男女別自殺者数（厚生労働省「地域における自殺の基礎資料」）・全国 

 

職業別でみると「有職者」が 8,531人（39％）と最も多く、次いで「年金・雇用保険等生活者」が

6,049人（28％）、「その他の無職者」3,268人（15％）となっている。 

男女別では、男性では「有職者」が最も多く、女性では「年金・雇用保険等生活者」の割合が最も多く

なっている。 

 

 

  

(人) 



（３）－２．職業別・男女別自殺者数（厚生労働省「地域における自殺の基礎資料」）・大阪市 

 

職業別でみると「有職者」が 213人（38％）と最も多く、次いで「年金・雇用保険等生活者」が 196

人（35％）、「失業者」及び「その他の無職者」が共に 46人（8％）となっている。 

男女別では、男性では「有職者」、女性では「年金・雇用保険等生活者」の割合が最も多くなってい

る。 

 

 

 

(人) 



（４）－１．既遂者における自殺未遂の有無・男女別自殺者数（厚生労働省「地域における自殺の基礎資料」）・全国  

既遂者における自殺未遂の有無別については、自殺未遂歴「あり」が 4,232 人（19％）であった。 

男女別でみると、男性の自殺未遂歴「あり」が 2,182（15％）、女性の自殺未遂歴「あり」が 2,050 人

（29％）であった。 

 

 

 

  

 

 

     

 

 

 

令和４年　既遂者における自殺未遂の有無・男女別（厚生労働省「地域における自殺の基礎資料」）・全国
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（４）－２．既遂者における自殺未遂の有無・男女別自殺者数（厚生労働省「地域における自殺の基礎資料」）・大阪市 

既遂者における自殺未遂の有無別については、自殺未遂歴「あり」が 128 人（23％）であった。 

男女別でみると、男性の自殺未遂歴「あり」が 59 人（16％）、女性の自殺未遂歴「あり」が 69 人（37％）

であった。 

 

  

 

 

    

 

 

 

 

令和４年　既遂者における自殺未遂の有無・男女別（厚生労働省「地域における自殺の基礎資料」）・大阪市
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計 128 414 19 561
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（５）－１．同居人の有無・男女別自殺者数（厚生労働省「地域における自殺の基礎資料」）・全国  

 

同居人の有無別でみると、「同居人あり」が 14,213人（65％）、「同居人なし」が 7,324人（34％）と

なっている。男女別でみると、男女とも「同居人あり」の方が多くなっている。 

 

 

  

(人) 



（５）－２．同居人の有無・男女別自殺者数（厚生労働省「地域における自殺の基礎資料」）・大阪市  

 

同居人の有無別でみると、「同居人あり」が 296人（53％）、「同居人なし」が 265人（47％）となっ

ている。男女別でみると、男性は「同居人なし」の方が多く、女性は「同居人あり」の方が多い。 

 

  

(人) 



（６）－１．場所別・男女別自殺者数（厚生労働省「地域における自殺の基礎資料」）・全国 

 

場所別でみると、男女ともに「自宅等」が最も多く、次に男性は「乗り物」が多いのに対し、女性

は「高層ビル」が多い。 

 

  

(人) 



（６）－２．場所別・男女別自殺者数（厚生労働省「地域における自殺の基礎資料」）・大阪市 

 

場所別でみると、「自宅等」が最も多く、次いで「高層ビル」、「湖・河川」となっている。男女別で

も同様となっている。 

 

 

  

(人) 



（７）－１．手段別・男女別自殺者数（厚生労働省「地域における自殺の基礎資料」）・全国 

 

手段別でみると、「首つり」が最も多く、次いで「飛降り」となっている。男女別でも同様となって

いる。 

 

(人) 



（７）－２．手段別・男女別自殺者数（厚生労働省「地域における自殺の基礎資料」）・大阪市 

 

手段別でみると、「首つり」が最も多く、次いで「飛降り」となっている。男女別でも同様となって

いる。 

 

 
  

(人) 



（８）－１．曜日別・男女別自殺者数（厚生労働省「地域における自殺の基礎資料」）・全国 

 

曜日別でみると、「月曜日」が 3,408人（16％）と最も多く、次いで「火曜日」、「水曜日」、「木曜

日」、「金曜日」となっている。 

男女別でみると、男性は「月曜日」、「火曜日」、「水曜日」の順に、女性は「月曜日」、「水曜日」、「火

曜日」の順に多くなっている。 

 

 
  

(人) 



（８）－２．曜日別・男女別自殺者数（厚生労働省「地域における自殺の基礎資料」）・大阪市 

 

曜日別でみると、「日曜日」が 89人（16％）と最も多く、次に「月曜日」、「木曜日」が多くなってい

る。 

男女別でみると、男性は「月曜日」、「日曜日」及び「水曜日」の順に、女性は「日曜日」、「木曜

日」、「月曜日」の順に多くなっている。 

 

 

 

 

  

(人) 



（９）－１．発見時間帯別・男女別自殺者数（厚生労働省「地域における自殺の基礎資料」）・全国  

 

自殺者を発見した時間帯別でみると、「12-14 時」が 1,554 人(7.2%)と最も多く、次いで「6-8 時」が

1,469人(6.8%)となっている。男女別でみると、男性は「4-6時」が 1,036人（7.1%）、女性は「12-14時」

が 572人（8.1%）と最も多くなっている。 

 

 

 

 

 

  

(人) 



（９）－２．発見時間帯別・男女別自殺者数（厚生労働省「地域における自殺の基礎資料」）・大阪市 

 

自殺者を発見した時間帯別でみると、「4-6 時」が 50 人(8.9%)と最も多く、次いで「0-2 時」が 48 人

（8.6%）となっている。男女別でみると、男性は「4-6時」が 34人（9.0%）、女性は「10-12時」が 19人

（10.3%）と最も多くなっている。 

 

 

(人) 


